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町 の 人 口→ 

人 口 9,403人 （増29) 

男 4,486人 （増14) 

女 4,917人 （増15) 

世帯数 2,943世帯（増11) 

出生 9人 転入 75人 

死亡 6人 転出 49人 

(53年4 月末日現在） 
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53年 

= 

スポーツの祭典に3,000人 
 盛会だった第17回町民体育祭 

第17回町民体育祭（体協‘町教委主催）が五月晴れの5月14日（日）、河川敷グランドで盛 

大に挙行された。この日は町内23地区公民館から総勢3,000人が会場をうずめ、各種競技 

に選手も応援も-本となってケンランたる「春のスポーツ絵巻」 をくり展げた。とくに今 

年は3年ぶりの体育祭とあって、各地区公民館も積極的。メーンプログラム「地区対抗リ 

レー」では、レース毎に大熱戦が展開され、鐘・太鼓の声援が一段と体育祭の気分を盛り 

あげた。 （カットの標語は体育祭入選作品、上野四区・香月京子さん） 
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(3） 第185号 け 昭和53年6月1日 （2) し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第185号 

一
時
停
止
し
て
左
右
安
全
確
か
め
て
 

危
な
い
ク
 

踏
切
事
故
 

「
艦
解
警
」
 
6
月
5
日
ー
 25 

日まで 

国
鉄
で
は
、
み
な
さ
ん
の
生
命
と
鉄
 

道
の
事
故
を
な
く
す
た
め
、
六
月
五
日
 

か
ら
二
十
五
日
ま
で
「
鉄
道
の
事
故
を
 

な
く
す
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

昨
年
、
筑
豊
地
区
の
鉄
道
妨
害
は
四
 

筑豊地区の鉄道妨害の推移（52年度） 

\ i
j
 

叙
劇
 3'
)
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置 物 踏
 
切
 
障
 
害
 

線
 
路
 
支
 
障
 

線
 
路
 
立
 
入
 

車
両
機
器
乱
用
 

装
置
乱
用
 

踏
切
支
障
報
知
 

転
て
っ
器
妨
害
 

施記 と物き損 
発
 

砲
 

物
 

一コ 

耕
 

・ 

石
 

合
 

計
 

石
 

そ
 

の
 

他
 

き
損
 

踏
切
し
や
断
機
 

信
号
標
識
き
損
 

そ
 

の
 

他
 

51 2 1 22 5 14 3 1 2 3 53 

52 巨
 

2 20 9(2l 1 3 1 1 49(2, 

）は新幹線再掲です。 

十
九
件
、
五
十
一
年
毒
」
、
五
十
三
件
に
対
 

し
四
件
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
門
鉄
全
 

体
と
し
て
は
三
百
九
十
一
件
で
五
十
一
 

年
度
よ
り
十
」
秤
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
う
ち
、
筑
豊
地
区
の
踏
切
事
故
 

は
二
十
件
で
六
人
が
ケ
ガ
、
四
人
が
死
 

亡
し
て
お
り
、
門
鉄
で
は
百
二
十
七
件
 

発
生
し
十
三
人
が
死
亡
、
三
十
六
人
が
 

ケ
ガ
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

原
因
は
、
し
ゃ
断
機
く
ぐ
り
や
警
報
 

無
視
な
ど
の
無
謀
運
転
が
八
十
智
を
占
 

め
、
エ
ン
ス
ト
、
落
輪
な
ど
の
運
転
未
 

熟
に
よ
る
も
の
が
二
十
智
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

踏
切
事
故
防
止
の
き
め
て
は
運
転
者
 

ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
覚
を
も
ち
、
交
通
 

ル
ー
ル
を
守
り
、
踏
切
安
全
通
行
を
し
 

て
い
た
だ
く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
踏
切
 

事
故
の
悲
惨
さ
は
み
な
さ
ん
ご
承
知
の
 

と
お
り
死
亡
率
が
高
く
、
社
会
的
に
及
 

ぼ
す
影
響
が
大
き
く
、
事
故
を
起
し
た
 

当
事
者
は
勿
論
、
家
族
の
み
な
さ
ん
の
 

不
幸
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

一
方
、
線
路
通
行
や
線
路
に
石
な
ど
 

置
い
て
列
車
を
止
め
た
も
の
が
二
十
三
 

件
も
発
生
し
て
お
り
、
昨
年
に
比
べ
六
 

件
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
踏
切
で
の
い
た
ま
し
い
 

へ

？

r

 

ー

 

事
故
や
線
路
通
行
又
は
置
石
な
ど
危
険
 

な
遊
び
を
な
く
す
た
め
、
次
の
こ
と
を
 

守
り
ま
し
ょ
う
。
 

★
踏
切
で
は
 

o

一
時
停
止
し
て
、
左
右
の
安
全
を
確
 

か
め
て
下
さ
い
。
 

〇
自
転
車
も
必
ず
止
ま
っ
て
下
さ
い
。
 

o
上
り
、
下
り
の
列
車
の
す
れ
違
う
と
 

き
が
危
険
で
す
。
 

o
万
一
、
踏
切
で
ェ
ン
ス
ト
や
落
輪
な
 

ど
で
自
動
車
が
動
け
な
く
な
っ
た
ら
 

す
ぐ
列
車
を
止
め
る
手
配
を
し
て
下
 

さ
い
。
 

o
踏
切
を
横
断
す
る
と
き
は
、
前
の
車
 

が
踏
切
を
渡
っ
て
一
車
長
の
余
裕
が
 

出
来
て
か
ち
渡
り
ま
し
ょ
う
。
 

★
線
路
で
は
 

o
線
路
を
歩
か
な
い
。
線
路
で
遊
ば
な
 

い。 

〇
レ
ー
ル
に
置
石
な
ど
し
な
い
。
 

〇
列
車
に
石
な
ど
投
げ
な
い
。
 

現
在
、
直
方
鉄
道
公
安
室
で
は
踏
切
 

非
常
ボ
タ
ン
の
取
扱
方
及
び
列
車
の
停
 

止
方
法
な
ど
の
実
演
講
習
を
行
っ
て
い
 

ま
す
の
で
、
希
望
の
筒
所
は
い
つ
で
も
 

ご
連
絡
下
さ
い
。
 

直
方
鉄
道
公
安
室
 

52 

年
中
に
お
け
る
町
内
交
通
事
故
発
生
状
況
 

こ
の
数
字
は
、
赤
池
町
内
に
お
い
て
 

昭
和
五
十
二
年
中
に
発
生
し
た
交
通
事
 

故
発
生
状
況
の
内
容
別
数
子
で
す
。
 

「 30 

件
」
は
交
通
事
故
発
生
件
数
、
 

「1
件
」
は
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
 

件
数
、
 

「 38 

件
」
は
交
通
事
故
傷
者
件
 

数
で
す
。
 

ま
た
、
町
内
に
お
け
る
交
通
事
故
は
 

死
者
五
人
を
出
し
た
昭
和
四
十
七
年
を
 

ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
状
態
に
あ
り
ま
す
 

が
、
依
然
と
し
て
年
々
増
加
し
て
い
る
 

自
動
車
の
保
有
台
数
と
運
転
免
許
所
持
 

者
数
か
ら
も
、
交
通
事
故
発
生
状
況
に
 

つ
い
て
は
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
な
お
一
層
、
住
民
 

一
人
ひ
と
り
が
交
通
規
則
を
正
し
く
守
 

り
、
交
通
事
故
防
止
を
推
進
し
ま
し
ょ
 

、フ。 赤池町内交通事故発生状況表 

全 事 故 
発生件数 
30(f ) でお 隻菖 

歩行者の交通事故 7 0 7 
自 転車 ” 3 0 3 
子 ど も 6 0 7 
高 齢者 2 0 5 
二 輪 車 ” 10 0 12 
高 校生 2 0 3 
飲酒運転 'I 0 1 
無免許運転 0 0 0 

（昭和52年1月1日～12月31日） 

和
名
 
水
無
月
（
み
な
づ
き
）
 

農
事
を
皆
な
し
つ
く
し
た
月
と
い
う
 

こ
と
か
ら
、
 

1
日
（
木
）
 

六
月
を
水
無
月
と
い
っ
た
。
 

凶
器
使
用
犯
罪
未
然
防
止
 

月
間
（
 30 

日
ま
で
）
 

気
象
記
念
日
・
電
波
の
日
 

写
真
の
日
・
更
衣
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
押
タ
m
) 

4
日
（
日
）
 

ロ
腔
衛
生
週
間
は
じ
ま
る
 

虫
歯
予
防
デ
ー
 

5
日
（
月
）
 

道
路
事
故
を
な
く
す
運
動
 

( 25 

日
ま
で
）
 

世
界
環
境
デ
ー
 

7
日
（
水
）
 

計
量
記
念
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
．
ン
タ
匿
）
 

10 

日
（
土
）
 

時
の
記
念
日
・
入
梅
 

17 

日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
確
ン
タ
匿
）
 

18 

日
（
日
）
 

父
の
日
・
家
庭
の
日
 

21 

日
（
水
）
 

夏
至
 

23 

日
（
金
）
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
 

沖
縄
慰
霊
の
日
 

25 

日
（
日
）
 

救
ら
い
の
日
 

赤
池
町
婦
人
協
議
会
体
力
 

テ
ス
ト
（
銀
酬
・
 10 

) 

26 

日
（
月
）
国
連
憲
章
調
印
記
念
日
 

27 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
匿
）
 

28 

日
（
水
）
 

貿
易
記
念
日
 

30 

日
（
金
）
 

大
は
ら
い
 

▽
遠
い
水
は
 近

火
タ
嘉
帆
わ
ぬ
△
 

、 

昭和53年6月1日 け
 

カ、 い あ
 

報
 

広
 

,
 

ク
細
川
た
か
し
4

来
る
 

ー
町
商
工
会
館
完
成
記
念
に
 

一
昨
年
、
見
事
新
人
賞
で
デ
ビ
ュ
ー
 

し
、
す
で
に
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
人
 

気
歌
手
“
細
川
た
か
し
さ
ん
）
を
去
る
 

四
月
二
十
八
日
（
金
）
赤
池
町
民
会
館
に
 

招
い
て
「
細
川
た
か
し
シ
ョ
ウ
ー
」
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
赤
池
町
商
工
会
館
完
成
記
念
 

に
、
町
商
工
会
青
年
部
が
主
催
し
、
商
 

工
会
の
後
援
に
よ
り
、
芸
能
社
鈴
木
企
 

画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
協
力
の
も
と
に
 

」粗
iFl
ノ 

謡
人
タ
 

歌
の
ス
 

ノ

I ー

、

、

 

行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
町
に
人
気
ス
タ
 

ー
が
来
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
 

昼
夜
の
部
で
約
千
二
百
人
の
入
場
が
あ
 

り
、
細
川
さ
ん
の
人
気
が
う
か
が
え
た
。
 

第
一
回
「
昼
の
部
」
で
は
、
午
後
一
一
 

時
よ
り
四
時
ま
で
の
ニ
時
間
、
約
四
百
 

余
人
、
第
二
回
「
夜
の
部
」
で
は
、
午
 

後
六
時
半
よ
り
八
時
半
の
二
時
間
、
約
 

七
百
人
の
入
場
で
、
小
さ
な
子
供
か
ら
 

お
年
寄
り
ま
で
が
見
え
て
い
た
。
 

、
商
工
会
代
表
、
惣
門
明
美
さ
ん
「
中
央
」
か
ら
」
 

「
花
束
を
受
け
る
細
川
さ
ん
。
右
端
 

、 

シ
ョ
ウ
ー
は
バ
ラ
エ
テ
 

ィ
ー
に
富
み
細
川
さ
ん
の
 

持
歌
（
ヒ
ッ
ト
曲
）
を
は
 

じ
め
、
も
の
ま
ね
、
民
謡
 

等
、
数
々
の
歌
を
歌
い
あ
 

げ
、
な
か
で
観
客
の
人
た
 

ち
を
二
、
三
人
舞
台
に
あ
 

げ
て
司
会
者
の
コ
ミ
カ
ル
 

な
紹
介
に
、
場
内
は
笑
い
 

で
ー
ぱ
い
で
し
た
。
 

シ
ョ
ウ
ー
終
了
後
、
細
 

川
さ
ん
は
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
 

ー
ル
の
た
め
福
岡
へ
と
帰
 

途
に
 

な
お
、
こ
の
シ
ョ
ウ
ー
 

の
収
益
金
の
一
部
が
町
商
 

工
会
青
年
部
よ
り
赤
池
町
 

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

凶器使用犯罪未然防止月間 

警
察
で
は
、
六
月
 

中
を
県
下
一
斉
の
「
 

凶
器
使
用
犯
罪
未
然
 

防
止
月
間
」
『
と
定
め
、
 

こ
れ
が
犯
罪
未
然
防
 

止
の
た
め
の
諸
活
動
 

を
強
力
に
推
進
す
る
 

こ
と
に
し
て
お
り
ま
 

す。 
つ
き
ま
し
て
は
、
 

住
民
の
み
な
さ
ん
に
 

は
次
の
こ
と
を
守
り
、
 

ご
協
カ
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

1
、
凶
器
使
用
犯
罪
 

を
未
然
に
防
止
し
 

て
明
る
い
平
穏
な
 

生
活
を
守
り
ま
し
 

よ、つ。 

2
、
け
ん
銃
や
爆
発
 

物
ら
し
き
も
の
を
 

持
っ
て
い
る
人
を
 

J

j

 

、

 

，

プ

 

」一 

見
だ
り
聞
い
た
い
し
た
ら
、
す
ぐ
警
 

察
に
届
け
ま
し
ょ
う
。
 

3
、
模
造
け
ん
銃
（
高
級
モ
デ
ル
ガ
ン
 

の
着
色
を
は
が
し
た
り
銃
身
に
穴
を
 

開
け
た
も
の
は
、
所
持
が
禁
止
さ
れ
 

て
い
ま
す
の
で
見
た
り
聞
い
た
り
し
 

た
ら
す
ぐ
警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う
）
 

4
、
包
丁
や
ナ
イ
フ
な
ど
の
刃
物
類
は
 

目
だ
た
な
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
 

、つ。 

5
、
子
供
に
刃
物
、
ヌ
ン
チ
ャ
ク
な
ど
 

凶
器
と
な
る
も
の
を
持
た
せ
な
い
よ
 

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

6
、
許
可
を
受
け
た
猟
銃
、
空
気
銃
は
 

必
ず
分
解
し
て
、
カ
ギ
の
か
か
る
丈
 

夫
な
保
管
庫
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
 

7
、
猟
銃
や
空
気
銃
を
許
可
な
く
持
っ
 

て
い
る
人
や
正
当
な
理
由
が
な
く
携
 

帯
運
搬
し
て
い
る
人
を
見
た
り
、
聞
 

い
た
り
し
た
と
き
は
す
ぐ
警
察
に
届
 

け
ま
し
ょ
う
。
 

ー
田
川
警
察
署
ー
 

ク
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
4
 

「
持
た
せ
ま
い
、
持
つ
ま
い
 

危
い
銃
・
刃
物
」
 

「
凶
器
追
放
、
み
ん
な
で
守
ろ
う
 

明
る
い
暮
し
」
 

「
小
さ
な
凶
器
が
、
大
き
な
凶
器
」
 

J
 

I 
J 

時
 
の
 
記

念

 日
 

6
月
 10 

日
 

六
七
一
年
四
月
二
十
五
日
に
天
智
天
 

皇
が
初
め
て
水
時
計
を
使
用
さ
れ
、
そ
 

の
日
を
太
陽
暦
に
直
す
と
六
月
十
日
に
 

あ
た
る
そ
う
で
、
大
正
九
年
に
「
時
の
 

記
念
日
」
と
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

時
の
刻
み
方
も
水
時
計
、
日
時
計
な
 

ど
か
ら
、
最
近
は
水
晶
時
計
に
至
る
ま
 

で
、
高
度
な
発
達
を
と
げ
て
き
ま
し
た
。
 

と
く
に
水
晶
時
計
は
、
日
本
が
世
界
 

に
さ
き
が
け
て
開
発
し
た
も
の
で
、
正
 

確
、
電
池
式
だ
か
ら
ゼ
ン
マ
イ
を
巻
く
 

必
要
な
し
と
い
う
長
所
の
ほ
か
に
、
時
 

分
・
秒
を
数
字
で
示
し
、
時
計
の
シ
ン
 

ボ
ル
で
あ
っ
た
針
ま
で
追
放
す
る
と
い
 

う
画
期
的
な
も
の
ま
で
現
わ
れ
て
き
て
 

い
ま
す
。
 

も
っ
と
も
、
い
か
に
正
確
無
比
な
時
 

計
が
あ
っ
て
も
、
時
間
を
守
る
の
は
人
 

間
で
あ
り
、
い
ま
だ
に
o
o
時
間
と
い
 

う
よ
う
に
定
時
に
会
議
が
始
ま
ら
な
か
 

っ
た
り
す
る
よ
う
で
は
困
り
も
の
。
む
 

し
ろ
時
間
を
厳
守
す
る
と
か
、
有
効
的
 

な
時
間
を
す
ご
す
な
ど
の
意
識
革
命
の
 

方
が
先
決
問
題
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 


